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表紙共 3枚

目達原 #226格 納庫屋外タンク清掃

九州補給処総務部管理課 作成年月 R8.9.8
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件名 目達原■226格納庫屋外タンク清掃
図名 仕様書・配置図

縮尺 図 示 2/´ 3 R398

仕 様 書

1 件  名 i目達原■226格納庫屋外タンク清掃

2 場  所 1佐賀県神埼椰吉野ヶ里町立野7番 1  陸上自衛隊 目達原腱屯地

概 要 :屋外貯蔵タンク (1工 )の内部清掃及び付属部品の取替
燃種 .灯油  容量30.000L

4 -般事項 :

(1)本役務実施に際し、火災予防等安全管理に十分注意するものとする。

(2)本贅務実施に際し、既存を汚破損した場合は直ちに原形に復旧するものとする。

(3)請負者は本役務にあたり、仕様書及び現地|=おいて、相違・意華あるいは不明な点が生した場合、監督管
と協議しその指示に従うものとする。

(4)本役務実施に際し、本仕様書に明

“

なき事項についても作業上当然すべき事項は実施するものとする。

(5)駐屯地ユ入に際しては、墜屯地諸規則を腋守する。

(6)本役務の記録写真は、カメラ(カ ラー)又は、デジタルカメラ (フアイル形式JPEG)を 使用し、着工前
清掃使用器材、各工程、完了後及び監督官の指示するところを撮影し、1部提出するものとする。

(7)本清掃の発生材 (金属)については、監督書の指示する所に集積する。

(8)ホ清掃に使用する電気・水は情負葉者が準備するものとする。

5 特記事項 :

(1)マ ンホール解放後、換気ファン等で十分に換気を行い、内部の安全確認後立ち入るものとする。

(2)タ ンク内部清掃は、高圧洸浄等により実施し、嬌等が剰離しない箇所は、手作葉により実施し、洗浄後は
ウエス年により油分を十分に拭き取る。

(3)ス ラッジ、スケール、嬌、残油及びウエス等の′ヽ物は廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づき情負葉
者が搬出処理する。また、駐屯地内に一時保管する場合は金属製蓋付容器で保管すること。
作棄終了後にマニ,ェスト (E票 )の写しを1都、監督書に提出する。

(4)本役務で取書を行う注油口用ゲートパルプは10K(65A ダクタイル製)と 同等品以上とし、排油口用ゲー
トパルフは10K(50A ダクタイル製)と 同等品以上とする。

〈5)マンホール、パルプ●を取り外した簡所は表面を研磨・点検・口整を行いあわせてパッキン・ボルト・ナ
ットの取薔も実施する。

(6)残油は.タ ンクニ:― リー車に一時保管する。
(残油i 灯油約24. 600L(見 込み))

(7)清掃実施者は関係費格保持者とし、その資格証1,,■の写しを監督官に提出するものとする。

(8)清掃終了後に「民外タンク清掃実施報告書」を監督官に提出するものとする。

案内図 S=1/30000

配置図 S=1/10000

陸上自衛隊目達原駐屯地 九州補給処総務部管理課
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件名 目達原■226格納庫屋外タンク清掃
図 名 平面図・立面図

縮尺 図 示
=月
3//3 作成

年月日 R8.9 8

通気口50A

注油
′くッ
口用ゲートパルプ (65A)取替
キン (2枚 )取替
ボルト」ナを卜〈」16× ∞m Sus)黎賛_(3組 )

滑車式油面計

キ 226格 納庫屋外タンク平面図 1/50

マンホール開口都φ600 パッキン取替
玉ル
=L・
ナット_(■2x36Ш_到い_取賛」24組 1

通気Q,A 注油,65△ 滑竃」油面計

排油口用ゲートパルプ (50A)取 替
パッキン (2枚 )取替

||   ||
IF‐ 11

」iユレ_L_■ 1ヒ」2■ (H16X55mm 罰 書 rR線 )

■226格納庫屋外タンク立面図 1/50

陸上自衛隊目達原駐屯地 九州補給処総務部管理課
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